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専門分野 ：金属資源循環システム

技術と社会システムの協動による循環型社会の構築
Establishment of Sustainable Society from coupling Technology and social system

日本における金属の循環概念図

•Promote 3R:Reduce,Recycle,Reuse

•Reduce Carbon Emission
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社会システムの開発
Reserve (of Waste) to Stock Project

人工鉱床コンセプト

● レアメタルを含む金属資源の確保

● 廃電子・電気機器中の有害元素の管理

金属資源とは、一定濃度金属元素を含み、
かつ不純物が安定しており、量が十分に集
積している場合に有用と認められる。

資源循環を目指して、廃製品ならびにそこ
から抽出した金属濃縮物の集積を行う。

我々の目的は、非鉄金属製錬産業を基礎とし
た金属リサイクル、廃棄物無害化、エネルギー
回収のための社会システムと技術の開発であ
る

✔化学熱力学を基礎とした乾式・湿式の金属リ
サイクルプロセスの開発
✔非鉄製錬産業を元とした廃棄物処理とエ
ネルギー回収技術
✔臭素系難燃剤含有廃プラスチックのフィ
ードストックリサイクル 等
✔ELVから発生する電子基板の収集と高効率
破砕プロセスの開発

臭素系難燃剤含有廃プラスチックのフィードストックリサイクル

電炉ダスト、臭素系難燃剤含有廃
プラスチックとカーボンを混合した
ペレットを作り、ろーたりキルンで
焙焼することにより

電炉ダストから亜鉛と鉛を臭化揮
発し、鉄は酸化鉄として回収する。

この方法だと従来の炭素還元より
も低温で亜鉛と鉛が揮発分離可
能


